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ピーク時 １日あたり 自動車 自転車 歩行者 自動車 歩行者等

分/時 時/日 台/日 台/日 人/日 台時/日 台人時/日

① 尻手第３ 市道矢向49号線 36 6.9 1,136 1,098 358 7,838 10,046

② 日枝 市道矢向34号線 31 6.1 362 1,530 787 2,208 14,134

③ 矢向第１ 市道末吉橋9号線 39 5.8 4,711 1,884 591 27,324 14,355

④ 矢向第２ 夢見ヶ崎4号線 ○ ○ 44 7.3 4,486 6,128 13,880 32,748 146,058

⑤ 塚越 市道幸2号線 ○ ○ ○ 43 6.5 9,691 6,148 2,473 62,992 56,037

⑥ 鹿島田 市道古市場矢上線 ○ ○ ○ 44 7.3 7,804 10,417 12,432 56,969 166,798

⑦ 川崎堀 国道409号 ○ ○ ○ 40 6.0 8,746 3,143 1,702 52,476 29,070

⑧ 平間 市道田尻町12号線 ○ 44 7.2 598 1,701 1,190 4,306 20,815

⑨ 平間駅前 県道大田神奈川 ○ ○ ○ 51 7.8 7,189 3,592 8,577 56,074 94,918

⑩ 中丸子第１ 市道中丸子97号線 ○ 50 7.4 0 778 1,168 0 14,400

⑪ 中丸子第２ 市道中丸子93号線 31 4.8 207 1,402 1,542 994 14,131

⑫ 中丸子第３ 市道中丸子70号線 34 6.7 2,141 1,291 1,058 14,345 15,738

⑬ 向河原駅前 市道下沼部30号線 ○ ○ 48 7.5 1,993 3,348 17,509 14,948 156,428

踏切交通遮断量踏切種別

道路名No. 踏切名

踏切遮断時間 交通量

開かず
自動車
ＢＮ

歩行者
ＢＮ

自動車ボトルネック（BN）踏切
1日の踏切自動車交通遮断量が5万台以上の踏切
歩行者ボトルネック（BN）踏切
1日の踏切自動車交通遮断量と踏切歩行者等交通遮断量の合計が5万台以上、
かつ、1日の踏切歩行者等交通遮断量が2万台以上の踏切

※ 開かずの踏切
ピーク時の遮断時間が40分／時以上の踏切

（出典：踏切道調査 平成21年度調査）
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ＪＲ南武線連続立体交差事業の取組について

３ 調査成果について
検討の基本方向（骨子） ～３０年後を見据えたまちづくりを踏まえ、（ア）～（オ）等の実現を目指した計画の立案を推進～

(ア)踏切事故の減少や安全安心な道路 (イ)地域の魅力・活力の増加 (ウ)高齢者の外出機会の増加（公共交通の利便性向上）(エ)災害時要援護者の円滑な避難や物資輸送 (オ) 緑化の推進

（１）構造工法の比較検討 ～事業目的の達成度（１３踏切が除却可能）かつ経済性、環境面から総合的に優位である仮線高架で設計の深度化を進めています～

１ これまでの経過
平成２６年４月 ＪＲ南武線（尻手駅～武蔵小杉駅間）の連続立体交差化に向けた事業調査に着手

⇒・鉄道構造物の検討 ：地質調査、測量、設計

・費用便益比 ：概算事業費や効果の算出

・沿線まちづくり検討：背景、現状課題や沿線まちづくりの基本的な考え方の整理

２ 関係者との調整状況
（１）横浜市との調整状況

横浜市域の将来的な整備に支障が生じないよう横浜市の計画へ南武線連続立体交差事業を位置付けるよう調整

⇒横浜市は、「踏切整備計画」等に南武線（矢向駅周辺）を連続立体交差化候補区間として位置付けた

（２）その他の調整状況

ＪＲ東日本や国とも継続的に協議、調整を行い社会資本総合整備計画に位置付けるなど、着実に事業化に向けた準備を進めている
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構造形式 高架形式 地下形式

工法 仮線高架 直上高架 開削地下 シールド地下

概要 現在線を一時仮線に切替え、空いた現在
線敷地に新設高架橋を建設する工法

現在線で営業しながら、その直上で高架橋
を建設する工法

現在線の線路を仮受けし、直下に開削工法
により躯体を建設する工法

立坑を開削工法で築造後、シールドマシ
ンによりトンネルを建設する工法

概念図

評価 標準的な構造形式
片側に6～8m程度、用地が必要

施工時間が限られ、工事費増加
両側に用地買収が必要

横浜市域の2踏切（尻手第3、日枝）が除却不能
開削区間では両側に、シールド区間でも立坑2箇所と片側に、用地買収が必要

概算事業費
※現時点での概算値

約1,185億円（約263億円／ｋｍ） 仮線高架の約１．１倍 仮線高架の約１．７倍

尻手駅

現況 W=11.0m

凡例
― ：現況線（南武線）
― ：計画線（南武線）

：交差道路必要高さ

：残る踏切・行き止まり道路
向河原駅 平間駅 鹿島田駅 矢向駅

尻手駅

向河原駅 平間駅 鹿島田駅 矢向駅

尻手駅
向河原駅

平間駅 鹿島田駅

矢向駅

直上高架区間

シールド地下区間

必要用地幅 17000

7400

6000～8000

仮線用地 約6000～8000mm （←まちづくり側道としても活用）
現況 11000 現況 11000

買収幅 約1900mm

3m以上必要

必要用地幅 13800

買収幅 約1900mm

1000 1000

11m（1D）以上必要

必要用地幅 12000

現況 11000

買収幅 約1000mm

※柱の数は
今後の調整

現況 11000
買収幅 約2200mm

必要用地幅 15400

買収幅 約2200mm

下水幹線φ2750

※地域説明にあたっては、平成28年度から下表の複数案を基本に丁寧に地域説明を行い、合意形成を図りながら取組みを進めます

※極力ｼｰﾙﾄﾞ地下区間を長くし、
開削地下と組み合わせた案

２

※市民への説明状況

・測量説明会を３回開催 延べ１５４名出席

・開催状況を本市ホームページにも掲載

（※国庫補助対象事業費は、最も経済的である構造形式の事業費が限度額となります ※用地買収幅は目安であり今後の検討で変更する場合があります）

4.2km（仮線高架 4.2km） 4.2km（直上高架1.5km  ・ 仮線高架 4.2km） 4.2km（ｼｰﾙﾄﾞ地下3.0km  ・ 開削地下1.2km）

縦断図 縦断図 縦断図



ＪＲ南武線連続立体交差事業の取組について

【計画段階評価（点線枠内部）の手法について】
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（２）費用便益比 ～投資を上回る効果が発現～

事業調査の基本設計による総事業費： 約１,４７９億円（現在価値換算前）

・連立本体（矢向駅～武蔵小杉駅間）：約１,１８５億円（仮線高架形式）（Ｈ26～45年度）

・関連事業：約２９４億円
[矢向鹿島田線（矢向～平間）、大田神奈川線（御幸こ線橋～上平間）、塚越南加瀬線（小倉こ線橋～塚越踏切）、

鉄道附属街路（平間～武蔵小杉）、国道409号（平間～市ノ坪）、駅前広場等の整備費用]

（３）駅の計画（案） ～公共交通の利便性向上や歩いて楽しいまちづくりに寄与する駅～

・鹿島田駅と平間駅へのペデストリアンデッキ整備を検討

⇒改札口を２階とすることで歩行者の安全性確保と駅の利便性向上を図る

・将来的な歳入確保策の検討

⇒高架下活用や改札口外の通路部分へ

の広告スペース確保を検討

ペデストリアンデッキイメージ

改札口（２階）

３

４ 今後の取組
【平成２８年度からの取組】

計画段階評価（市民説明）などの実施
（目 的）
・計画検討段階から市民勉強会と説明会を実施して市民理解の醸成と市民意見を把握
・有識者への意見聴取により、計画の合理性、客観性を確保
・意見を整理して都市計画素案をとりまとめ

（周知の方法）
・勉強会や説明会の内容など進捗状況をホームページやチラシ（連立ニュース）
などで、市民にお知らせして計画策定のプロセスを見える化

連立構造選定、南武線沿線まちづくり方針・関連道路基本方針の決定

（１）市民参画の手法

１）市民勉強会（「地域主体の勉強会」としての位置づけ）
・メンバー：１５～２０名程度（町会長、商工関係、など）

・回 数 ：全４回程度

・メンバー選定の考え方 ： ①地域に係る多様な主体から抽出
②新たな価値創出に資する団体の代表者
③地域全体の市民自治力の向上に資する団体の代表者

２）説明会
・説明会対象範囲：事業調査区間の沿線住民、在勤者

・説明会回数等 ：２回程度開催（平日、休日 各１回）
１００人規模の出席を想定

高架下活用の例

都市計画素案取りまとめ（Ｈ２８年度末）⇒都市計画決定（Ｈ３０年度末）

環境
・環境調査書

経済性
・Ｂ／Ｃ

事業目的の達成度等
・交通、防災、まちづくり

最良案

専門的意見
（有識者意見聴取）

市民参画
（勉強会・市民説明会）

庁内検討委員会（構造選定）

（最良案含む複数案提示）

【計画段階評価】

（連立構造選定、南武線沿線まちづくり方針・関連道路基本方針策定）

（２）複数案の提示の考え方

・案の標準断面図（道路の単独立体交差案を含む）

・事業を行わない案（ゼロオプション）も説明して事業の重要性を共有

経済性、環境、事業目的の達成度等の観点から、複数案を評価して最良案を選定

【勉強会の内容】

■B/C （単位：億円）

社会的便益計 1,050.3

費用計 797.2

費用便益比 1.32

Ｈ４６～Ｈ９５の合計
（現在価値換算後）

Ｈ２６～Ｈ９５の合計
（現在価値換算後）

（B）

（C）

◇社会的便益とは？

事業により発現する走行時間の短縮、走行経費の減少、交通事故の減少等の効果を貨幣価値化をしたもの

◇現在価値とは？

発生時期の異なる貨幣価値を比較可能にするために、将来の価値を一定の割引率を使って、現在時点まで割り戻した価値

○連立検討区間の現況、課題について
○踏切対策の必要性について など

○踏切対策の手法について（事例紹介）
○連続立体交差化の必要性について
○沿線まちづくりの必要性について など

○連続立体交差化の手法について
○環境配慮の取組について など

○連続立体交差化の手法について
○関連事業について
○沿線まちづくりについて など

第１回
【勉強会】

第２回
【勉強会】

第３回
【勉強会】

第４回
【勉強会】



沿線まちづくりの基本的な考え方（案）について
Open Innovation KAWASAKI!

資料２

１．背 景 ４．沿線まちづくりの基本的な考え方（案）

５．今後の取組

２．沿線地域での現状と課題

３．沿線まちづくりの方向性


